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	商品デザインプロセスにおける人間工学の活用

	●身体・心理・使用状況的な顧客要件を如何に設計に反映させるか？
●設計仕様に組み込むために具体的な数値データが必要である。

	詳細仕様の決定

	従来

●身体的な側面を中心に人間の物理的な数値で仕様を作成していた。

●使いやすさや分かりやすさに関しては人間工学的側面という観点からではなく、

　　　設計者が自分の判断で、あるいはプロジェクトの総意も基で仕様を決定していた。

改善プロセス

●身体的側面に加え、心理的、使用状況の流れなども考慮した人間工学的な

　　検討を行なうとともに、必要に応じ評価実験を行なって数値化データを抽出した。

●使いやすさや分かりやすさに関しても、科学的な分析を加え、

　　　ユーザ評価の結果として、数値データとして仕様に反映できるようにした。

●使用状況を明確化し、それに応じた評価実験を行なうことで､効率的に有効な数値

　　　データを導出することにした。

	●あいまいで、決めかねていた仕様が明確に策定できた。

●ユーザの基本的な身体的・心理的データを数値化データとして抽出できた。

●詳細仕様決定がスムーズにできるようになった。

●よりユーザに適合した商品が開発できた。



	
旧モデル、他社の同カテゴリー商品

	●使いやすさをどのように考えているか

●身体的・心理的に使い難い点、使いやすい点はどこか

	●人間を使って導出するデータであるため、プロジェクトの同意が得られやすい。

●数値データとして導出されるため、仕様への反映がスムーズと満足度が高い。

	＜今後の課題＞

●あいまいな感性（きれい、感動など）に対する数値データの導出

●評価実験の効率化（各々異なる評価内容と評価課題のため）
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